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§１．研究開発成果の概要 

  近年我々は、過マンガン酸カリウム(KMnO4)の熱分解により作製したカリウム内包層状二酸化

マンガン（K0.33MnO2）が、層状構造を維持したまま二酸化マンガン 1 モルあたり 0.5 モルの水分

子を可逆的に挿入・脱離し、1000 MJ/m3 程度の体積エネルギー密度を示す有望な蓄熱材料で

あることを見出している。収納できる水の量をさらに引き上げることで、さらなる高エネルギー密度化

の余地が十分にあると考えている。具体的には、1400 MJ/m3 以上へのエネルギー密度向上およ

び蓄熱温度範囲拡張を目指す。 

初年度(2023 年度)は、熱分解法以外にも、さまざまな合成手法・温度で結晶子サイズの異なる

層状二酸化マンガンを作製した。合成した層状二酸化マンガンの微細組織や結晶構造を、エック

ス線回折測定、走査型透過電子顕微鏡や BET 測定などにより評価したところ、合成手法や温度

によって結晶子サイズを幅広く制御できることを明らかにした。カチオン置換材の試作にも成功し、

今後これら合成試料の水分子吸放出特性や熱物性測定を行う予定である。種々の層状二酸化マ

ンガンの合成と平行して、蓄熱特性評価の確立を行った。具体的には、水分子吸放出量の測定に

は熱重量分析法を、蓄放熱量の測定には水蒸気雰囲気制御下で示差走査熱量測定を基本とし

て行い、昇温速度および初期充填試料重量を統一させることで、試料間の相対差異を正確に評

価できることを確認した。 
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